
 

                          

                          

                          

                          
『
山
形
県
史
』
の
編
さ
ん
事
業
は
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年

度
か
ら
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
度
ま
で
お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
続
け
ら
れ
、
こ
の
間
、
資
料
篇
（
編
）
二
四
巻
、
本
篇
六
巻
、
通
史

編
七
巻
、
別
編
五
巻
の
計
四
二
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
、
当
課
分
室
（
県
史
資
料
室
）
を
村
山
総
合
支
庁
西
庁
舎
に

設
置
し
、
編
さ
ん
事
業
の
過
程
で
調
査
・
収
集
し
た
書
籍
や
複
写
資
料
・

写
真
・
フ
ィ
ル
ム
・
古
文
書
・
公
文
書
な
ど
を
保
存
・
管
理
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
資
料
の
受
け
入
れ
と
、
県
史
に
係
わ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

（
相
談
・
情
報
提
供
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

最
終
刊
行
物
の
『
山
形
県
史 

現
代
年
表 

別
編
Ⅴ
』
発
刊
か
ら
一

〇
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
現
在
も
、
県
史
に
関
す
る
お
問
合
せ
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
激
し
く
社
会
が
変
化
す
る
今
日
に
お
い
て
、

未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
「
歴
史
」
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
る
中
で
、

記
録
資
料
の
保
存
・
管
理
・
公
開
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
山
形
県
の
歴
史
に
係
る
話
題
や
、

歴
史
を
考
え
る
貴
重
な
記
録
資
料
を
紹
介
す
る
「
山
形
県 

県
史
だ
よ

り
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
高
覧
い
た
だ
き
、「
山
形
県
の
歴
史
」
に
対
し
て
、

よ
り
一
層
、
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
県
史
に
つ
い

て
の
疑
問
や
調
べ
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
県
史

資
料
室
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 
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山
形
県 

県
史
だ
よ
り
」
の
発
行
に
寄
せ
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山
形
・
福
島
両
県
を
結
ぶ
東
北
中
央

自
動
車
道
の
栗
子
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

が
貫
通
し
、
三
月
二
十
二
日
に
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
北
最
長
と
な
る
こ

の
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
、
南
東
北
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
栗
子
山
に
ト
ン
ネ
ル
（
隧
道
）

を
掘
る
と
い
う
近
代
化
の
取
り
組
み
は
、

今
か
ら
一
三
八
年
前
の
明
治
九(

一
八

七
六)

年
に
始
ま
り
ま
す
。
統
一
山
形
県

が
で
き
た
こ
の
年
、
県
令(

県
知
事)

三

島
通
庸
は
、
四
方
の
交
通
の
便
を
良
く

し
て
、
産
物
の
輸
出
入
、
東
京
へ
の
直

結
を
進
め
る
た
め
に
、
道
路
開
削
を
重

要
政
策
の
一
つ
と
し
ま
し
た
。
三
島
県

政
の
道
路
開
削
は
、
二
三
ヵ
所
約
三
五

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
橋
梁
は
六
五
橋
に

及
ん
で
い
ま
す
（
「
明
治
元
年
ヨ
リ
十
四

年
度
マ
デ
ノ
工
事
調
書
」
）
。
道
路
開
削

に
あ
た
り
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
四
方

を
囲
む
山
々
で
す
。
福
島
・
宮
城
・
秋

田
の
い
ず
れ
の
県
へ
も
山
脈
が
立
ち
ふ

さ
が
り
、
車
の
通
行
を
可
能
に
す
る
に

は
ト
ン
ネ
ル
（
隧
道
）
掘
削
が
欠
か
せ

ず
、
栗
子
・
刈
安
・
磐
根
・
関
山
の
ト

ン
ネ
ル
（
隧
道
）
の
合
計
は
約
一
・
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。 

道
路
開
削
に
あ
た
り
、
明
治
九
年
、

三
島
県
令
は
路
線
の
調
査
を
山
形
県
官

吏
高
木
秀
明
に
命
じ
ま
す
。
命
を
受
け

た
高
木
は
、
案
内
人
を
伴
い
県
内
各
地

を
探
査
し
て
、
道
路
開
削
が
可
能
な
路

線
を
確
定
し
、
同
十
二
年
に
は
土
木
課

長
に
就
任
し
ま
す
。 

こ
の
高
木
秀
明
の
「
公
務
日
誌
」
が

県
史
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
に
入
り
、
当
時
の
県
史
編
さ
ん
室

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
日
誌
は
、

明
治
九
年
九
月
六
日
か
ら
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
も
の
で
、
高
木
は
着
任
以

来
の
日
々
を
路
線
調
査
、
と
り
わ
け
栗

子
山
の
調
査
に
費
や
し
て
い
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
山
中
で
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご

し
、
翌
朝
村
人
が
届
け
て
く
れ
た
岩
魚

と
酒
に
、
生
き
た
心
地
を
感
じ
た
こ
と

な
ど
、
難
儀
な
調
査
を
経
て
、
よ
う
や

く
奥
羽
の
大
山
脈
を
切
り
抜
く
路
線
工

事
が
確
定
し
て
い
く
様
子
が
、
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

           

                          

〈
所
蔵
史
料
紹
介
〉 

高
木
秀
明
「
公
務
日
記
」 

 

 

左：平成 26 年 3 月 23 日付『山形新聞』 

下：明治期の栗子隋道西口 
  （『山形県史』第四巻近現代編上） 
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日
記
と
と
も
に
頂
い
た
履
歴
書
の
写

し
に
よ
れ
ば
、
高
木
は
、
天
保
二
（
一

八
三
一
）
年
鹿
児
島
上
荒
田
村
生
ま
れ

で
、
島
津
斉
彬
に
同
行
し
て
江
戸
で
洋

学
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
幕
末
に
は

薩
摩
・
大
隈
・
日
向
三
国
実
測
図
並
び

に
地
誌
取
調
べ
を
命
じ
ら
れ
、
各
所
を

巡
回
し
ま
す
。
そ
の
た
め
戊
辰
奥
羽
戦

争
出
征
も
許
さ
れ
ず
、
明
治
五
年
に
よ

う
や
く
上
京
が
許
さ
れ
ま
す
。
東
京
で

は
建
築
掛
や
営
繕
掛
を
勤
め
、
同
九
年

八
月
に
鶴
岡
県
、
同
九
月
に
山
形
県
へ

の
勤
務
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。
同
十
四
年

に
は
栗
子
隧
道
工
事
で
の
功
績
に
金
百

円
を
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
十
八
年

に
福
島
県
、
同
二
十
二
年
静
岡
県
に
配

属
さ
れ
、
同
二
十
六
年
に
退
官
し
、
同

三
十
六
年
に
死
去
し
て
い
ま
す
。 

（
山
内 

励
） 

       

                          

                          

                          

   

明
治
九
年
子
九
月 

公
務
日
記 

山
形
県
九
等
出
仕 

 

高
木
秀
明 

日
記 

一
、
明
治
九
年
九
月
六
日
、
鶴
岡
廃
県
後
、
山
形
県
九
等
出
仕
命
じ
ら
れ
、

七
日
、
三
条
公
羽
州
御
巡
廻
、
青
森
県
ま
で
御
着
の
由
申
し
来
た
り
、
八
日
、

三
島
山
形
県
令
に
は
秋
田
ま
で
差
し
越
さ
る
積
り
、
九
日
朝
雨
、
昼
よ
り
県

令
に
は
酒
田
ま
で
出
発
、
十
九
日
朝
、
清
川
筋
よ
り
三
条
公
も
鶴
岡
へ
着
、

二
十
日
滞
在
、
二
十
一
日
晴
、
今
朝
六
時
半
、
三
条
公
出
立
、
県
令
に
も
同

行
、
山
形
県
へ
差
し
越
さ
れ
候
、
同
二
十
五
日
夜
、
県
令
に
は
帰
宿
、
翌
二

十
六
日
夜
、
県
令
宿
所
へ
行
く
、
山
岡
・
清
水
の
両
士
も
来
る
、
こ
の
晩
、

県
令
言
う
、
こ
の
た
び
三
県
合
併
に
つ
い
て
は
、
羽
州
之
地
未
だ
四
運
不
通

ゆ
え
に
、
万
事
開
か
ず
、
よ
っ
て
道
路
を
開
削
し
、
四
方
運
送
の
道
を
開
き
、

し
か
し
て
後
、
勧
業
を
盛
大
に
し
物
産
を
起
こ
さ
ん
と
思
う
、
先
づ
、
即
今

山
形
・
庄
内
の
間
に
一
通
を
開
き
、
山
形
・
宮
城
へ
一
線
道
を
開
き
、
国
産

輸
入
・
出
の
弁
（
便
）
、
東
京
へ
の
車
通
し
、
潤
さ
ん
と
思
う
、
然
れ
ど
も
、

県
内
諸
岳
多
く
し
て
車
の
運
利
開
か
ず
、
速
や
か
に
開
削
に
着
手
せ
ん
と
思

へ
ど
も
、
未
だ
そ
の
線
路
も
分
明
な
ら
ず
、
よ
っ
て
庄
内
を
出
立
山
形
へ
差

し
越
し
候
節
よ
り
、
線
路
穿
鑿
の
こ
と
を
命
じ
ら
る
、
然
り
と
言
へ
ど
も
田

川
・
村
山
の
間
に
は
、
湯
殿
山
・
月
山
の
山
脈
あ
り
、
奥
羽
の
間
に
は
、
越

後
よ
り
青
森
へ
達
す
る
大
山
脈
あ
り
、
い
ず
れ
に
向
き
て
も
、
車
道
を
開
く

は
工
事
容
易
に
あ
ら
ず
と
、
こ
の
夜
は
帰
宿
す
、
二
十
七
日
朝
、
県
令
へ
行

き
、
未
だ
県
内
地
景
を
不
詳
ゆ
え
に
、
今
日
よ
り
先
立
っ
て
、
い
ず
れ
か
﹇
以

下
次
ペ
ー
ジ
﹈
山
道
を
越
へ
、
山
の
模
様
を
試
さ
ん
と
云
々
に
、
即
ち
、
今

日
よ
り
行
く
べ
き
と
の
こ
と
ゆ
え
、
昼
よ
り
鶴
岡
を
出
立
、
松
嶺
に
至
る
、

こ
の
夜
、
戸
長
を
呼
び
て
、
最
上
郡
新
庄
へ
越
ゆ
る
、
山
道
の
案
内
は
一
人
・

人
足
一
人
手
配
の
事
を
托
す
、
こ
の
夜
少
々
雨
降
る 

〔
書
き
下
し
文
〕 

山
形
と
福
島
を
結
ぶ 

明
治
か
ら
平
成
に 

受
け
継
ぐ
思
い 

 

③ 



     

入
国
管
理
局
の
「
日
本
人
出
国
者
数
」

に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年
の
山
形
県

の
海
外
旅
行
者
数
は
、
計
六
万
人
を
超

え
、
外
国
と
の
距
離
は
確
実
に
狭
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
近
代
化
は
、
科
学

技
術
な
ど
の
西
欧
文
明
の
取
り
込
み
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
取
り
込
み
に

直
接
関
係
し
た
幕
末
・
明
治
期
の
海
外

渡
航
者
の
情
報
を
網
羅
し
た
資
料
が
、

手
塚
晃
編
『
幕
末
明
治
海
外
渡
航
者
総

覧
』（
全
三
巻
、
柏
書
房
）
で
す
。
こ
の

資
料
に
は
、
山
形
県
出
身
者
も
九
一
（
同

一
人
物
を
除
く
と
八
九
）
名
の
情
報
が

載
っ
て
い
ま
す
。
個
別
情
報
は
す
で
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
山
形
県
全
体
を

眺
望
し
て
時
代
を
探
る
好
資
料
と
言
え

ま
す
。 

 

同
資
料
の
出
身
地
別
索
引
に
よ
れ
ば
、

山
形
県
出
身
者
は
全
国
で
一
六
番
目
に

位
置
し
、
東
北
で
は
一
番
多
い
数
に
な

っ
て
い
ま
す
。
渡
航
時
期
を
見
る
と
、

慶
応
三
年
を
皮
切
り
に
、
維
新
後
の
明

治
四
・
五
年
が
多
く
、
二
十
年
代
後
半

か
ら
は
複
数
が
続
き
、
日
露
戦
争
を
は

さ
む
三
十
年
代
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。
渡
航
の
目
的
で
は
、
医
学
系
一

八
に
続
き
、
経
済
、
人
文
系
、
軍
事
、

工
学
系
、
法
律
、
宗
教
関
係
が
続
い
て

い
ま
す
。
渡
航
先
は
、
単
独
国
で
は
ア

メ
リ
カ
二
一
、
ド
イ
ツ
一
九
、
イ
ギ
リ

ス
九
が
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
複
数
国
一

九
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
一
五

と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
身
地
は
、
明
ら

か
な
分
で
は
、
米
沢
が
最
も
多
く
、
鶴

岡
が
そ
れ
に
続
き
、
山
形
・
酒
田
・
上

山
・
天
童
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

同
資
料
に
は
、
姓
名
・
生
年
月
日
・

出
身
教
育
機
関
・
活
動
分
野
・
組
織
に

お
け
る
地
位
・
渡
航
時
所
属
機
関
・
渡

航
時
地
位
・
渡
航
先
名
・
渡
航
時
期
・

帰
国
時
期
・
渡
航
の
目
的
・
渡
航
形
態
・

出
身
校
名
・
留
学
先
等
・
出
身
地
・
初

勤
務
先
／
地
位
・
専
攻
分
野
・
帰
国
後

勤
務
先
地
位
・
死
亡
年
月
日
・
顕
著
な

業
績
・
著
書
・
出
典
／
参
考
文
献
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 
 
 

 

（
山
内 

励
） 

                          

                          

〈
統
計
か
ら
見
る
山
形
県
の
歴
史
〉 

幕
末
明
治
海
外
渡
航
者
一
覧 

 

【
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
庄
内
藩
主
酒
井
兄
弟
】 

戊
辰
戦
争
で
政
府
軍
と
戦
闘
を
交

え
た
庄
内
藩
で
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、
藩
主
酒
井
忠
篤
が
廃
さ
れ
、
弟

の
忠
宝
が
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
度
の
転
封
命
令
で
藩

は
揺
れ
ま
す
が
、
同
四
年
に
は
廃
藩
置
県
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
兄
忠
篤
は
西

郷
隆
盛
の
計
ら
い
で
兵
学
を
修
め
、
同
五
年
に
は
兵
学
修
行
の
た
め
ド
イ
ツ
に
留

学
し
ま
す
（
渡
航
者
一
覧
四
〇
番
）
。
ま
た
、
弟
忠
宝
も
翌
六
年
、
兄
に
続
い
て

ド
イ
ツ
に
渡
り
法
律
学
を
学
び
ま
す
（
同
四
二
番
）
。
一
方
、
公
家
出
身
で
、
戦

後
処
理
の
中
核
と
な
り
、
明
治
三
年
に
山
形
県
知
事
と
な
っ
た
坊
城
俊
章
も
、
知

事
を
退
任
し
た
同
四
年
に
岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
て
、
ド
イ
ツ
を
訪
れ
ま
す
。
そ

の
坊
城
が
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
交
わ
っ
た
華
族
の
子
弟
の
中
に
、
酒
井
兄
弟
の

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

右から酒井忠篤、二人目が坊城俊章、後列立ち姿の右か

ら二人目が酒井忠宝（社団法人尚友倶楽部・西岡香織編

『坊城俊章日記・記録集成』） 
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幕末明治海外渡航者一覧（山形県） 

番号 姓名 渡航先 渡航時期 帰国時期 渡航の目的 出身地 帰国後勤務先地位
1 青山忠治 アメリカ　イギリス 1902年5月 1903年 工学系 山形県東村山郡 逓信技師
2 阿久津政吉 アメリカ 1885年 1890年 宗教関係 山形県天童 独立教会設立
3 阿部能文 アメリカ 1895年 1903年 宗教関係 山形県鶴岡 東北学院教授

4 五十嵐秀助
アメリカ
アメリカ

1889年
1900年

1890年6月
1900年

工学系 山形県米沢 逓信省技師

5 五十嵐与七 アメリカ 1905年6月 1913年5月 経済 山形県西田川郡 江木写真館専務取締役
6 池田成彬 アメリカ 1891年 1895年 財政・金融 山形県米沢 三井銀行四等手代

7 石川清
アメリカ
アメリカ

1891年
1898年

1896年
1898年

経済 山形県鶴岡 井村兄弟商会仕入部長

8 板屋確太郎 アメリカ 1885年 法律
山形県南置賜郡
元籠町

東京専門学校講師

9 市川定吉 ドイツ 1912年 1916年 医学系
山形県飽海郡酒
田町

大阪市立桃山病院副院
長

10 伊東祐彦 ドイツ 1901年4月 1904年5月 医学系 山形県米沢
京都帝国大学福岡医科
大学教授

11 伊藤清蔵 ドイツ 1902年 1906年 農学系
山形県西村山郡
河北町

盛岡高等農林学校教授

12 伊東忠太 清国、その他 1902年3月 1905年6月 工学系 山形県米沢
東京帝国大学工科大学
教授

13 犬塚勝太郎
アメリカ　ヨーロッパ
アメリカ　ヨーロッパ

1896年6月
1910年6月

1898年2月
1910年11月

経済
（鉄道事業視察）

山形県鶴岡 逓信省鉄道局長

14 今井新太郎 ドイツ 1906年 1909年 医学系 山形県 仙台に開業
15 今村信次郎 イギリス 1905年12月 1906年 軍事 山形県 海軍大尉
16 上杉勝賢・畠山潮平 アメリカ 1870年 1876年 人文系 山形県米沢
17 上杉茂憲 イギリス 1872年1月 1873年12月29日 不明 山形県米沢

18 内村達次郎 アメリカ 1907年2月 1907年8月
経済
（冷蔵機械視察）

山形県米沢 特許事務所開設

19 内村良蔵
アメリカ　イギリス　フラ
ンス　ドイツ　ロシア

1871年12月23日 1873年 全般・外交交渉 山形県 文部省六等出仕

20 大場茂馬 ドイツ 1905年9月 1908年3月 法律 山形市
東京地方裁判所検事兼
司法省参事官

21 岡部為吉 アメリカ　ドイツ 1907年 1911年 人文系
山形県田川郡富
沢村

広島高等師範学校講師

22 小田切延寿 イギリス 1897年 1899年 工学系 山形県米沢 海軍少機関士
23 小田切万寿之助 清国 1884年 1891年 人文系 山形県米沢 領事館書記生
24 樫村清徳 ドイツ 1884年4月20日 1885年12月17日 医学系 山形県米沢 東京大学教授
25 鹿野清次郎 アメリカ　イギリス 1906年 1911年12月 経済 山形県 東京高等商業学校教授

26 上泉徳弥 イギリス 1898年11月 1900年4月
軍事
（軍艦回航）

山形県米沢 海軍中佐

27 河合亀輔 アメリカ 1892年 1896年 宗教関係 出羽国上ノ山 台湾伝道に当たる

28 菊地東陽・菊地学治 アメリカ 1904年 1919年4月15日 経済 山形市七日町
オリエンタル写真工業株
式会社創立

29 菊池米太郎
ドイツ　オーストリア　イ
ギリス

1903年5月 1905年12月 医学系 山形県米沢 回生病院医師（大阪）

30 日下部四郎太
ドイツ　フランス　イギリ
ス

1907年5月3日 1911年1月
理学系
（数物系）

山形県東村山郡
金井村

東北帝国大学理科大学
教授

31 栗本東明 フランス　ドイツ 1898年2月 1900年7月 医学系 山形県 第五高等学校教授

32 黒井悌次郎
イギリス
イギリス
ロシア

1890年4月
1900年1月
1906年2月

1891年4月
1901年12月
1908年7月

軍事 山形県米沢 海軍大尉

33 小池正直
ドイツ
オーストリア

1888年
1897年

1889年12月
1898年

医学系 山形県鶴岡 陸軍軍医学校教官

34 小菅久徳 イギリス　ドイツ 1906年 1908年 経済 山形県鶴岡
東京製絨株式会社工務
課長

35 小西重直 イギリス　ドイツ 1901年9月 1905年5月 人文系 山形県米沢 広島高等師範学校教授

36 小林源蔵 アメリカ　ヨーロッパ 1902年4月
1903年40日
(ママ)

経済
（鉄道視察）

山形県米沢市元
籠町

鉄道作業局主記課長

37 斎藤紀一 フランス　ドイツ 1900年11月17日 1903年 医学系 山形県南村山郡 青山脳病院設立
38 斎藤十一郎 ドイツ　オーストリア 1899年 1900年 法律 山形県東村山郡 東京控訴院部長
39 酒井勝軍 アメリカ 1898年 1902年 宗教関係 山形県上山町 東京唱歌学校設立
40 酒井忠篤 ドイツ 1872年 1879年 軍事 山形県鶴岡 陸軍中尉
41 酒井忠利 ロシア 1901年 1904年5月 軍事 出羽国長瀞 海軍少将
42 酒井忠宝 ドイツ 1873年2月 1879年6月 法律 山形県鶴岡

43 佐藤丑次郎
イギリス　ドイツ　フラン
ス

1908年11月 1912年6月 人文系
山形県西田川郡
鶴岡町

京都帝国大学法科大学
教授

44 佐藤銕太郎 イギリス　アメリカ 1899年 1901年 軍事 山形県鶴岡
海軍少佐海軍大学校教
官

45 佐野利器
アメリカ　イギリス
アメリカ　ドイツ　イタリア

1906年
1911年2月

1906年
1914年4月

工学系
山形県西置賜郡
荒砥町

東京帝国大学工科大学
助教授
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幕末明治海外渡航者一覧（山形県） 

番号 姓名 渡航先 渡航時期 帰国時期 渡航の目的 出身地 帰国後勤務先地位

46 新海竹太郎 フランス　ドイツ 1900年 1902年 芸術 山形
太平洋画会彫刻部を指
導

47 杉原成義 アメリカ 1902年6月 1905年9月 宗教関係 山形県上ノ山 札幌教会牧師

48 鈴木幾弥太 アメリカ　ヨーロッパ 1908年3月 1909年9月
工学系
（鉄道事業視察）

山形県飽海郡中
山村

鉄道院技師

49 鈴木朝資 ヨーロッパ 1909年 1910年 軍事 山形県鶴岡
陸軍大佐陸軍大学校教
官

50 須藤憲三 ドイツ 1912年3月 1914年10月 医学系
山形県東置賜郡
赤湯町

金沢医学専門学校教授

51 高木三郎
アメリカ
アメリカ

1867年7月
1869年

1868年11月
1874年

軍事 山形県
アメリカ在留弁務使館書
記

52 高津清 アメリカ　ドイツ 1908年5月 1909年 工学系 山形県 逓信技師

53 高橋秀松
イギリス　フランス　ドイ
ツ

1899年 1902年 医学系 山形県米沢
海軍省医務局第一課課
僚

54 高橋養助 ドイツ 1907年7月24日 1910年7月25日 医学系 山形県米沢 順天堂病院助手
55 田中一貞 アメリカ 1901年 1904年 人文系 山形県鶴岡 慶応義塾大学教授

56 田中友治 ドイツ 1907年8月 1908年12月 医学系
山形県田川郡大
山村

東京帝国大学医科大学
講師

57 田村哲 アメリカ 1900年 1906年 人文系 山形県米沢
58 丹波恒夫 アメリカ 1907年5月 1913年 経済 山形県酒田 横浜の大和商会入社
59 千坂高雅 フランス　イタリア 1871年1月 1873年 農学系 山形県米沢 内務権少丞
60 中條精一郎 イギリス 1903年12月12日 1907年6月27日 工学系 山形県米沢 文部省建築課設計掛長
61 辻順治 イギリス 1910年 1910年 軍事 山形県鶴岡 陸軍軍楽隊員

62 登坂小三郎 アメリカ　ヨーロッパ 1907年 1908年
経済
（鉄道事業視察）

山形県米沢
鉄道院仙台営業事務所
長

63 鳥居春洋 ドイツ 1890年 1894年11月 医学系 山形 山龍堂病院副院長
64 中里重次 イギリス 1908年7月 1910年8月 軍事 山形県鶴岡 海軍中佐
65 長沢惟和 ドイツ 1872年4月 1873年8月 不明 庄内

66 中鉢直綱 アメリカ 1906年9月 1909年 経済
山形県東村山郡
天童町

東京麻布で中鉢写真館
経営

67 服部敬次郎 アメリカ 1871年1月4日 1874年3月 工学系 山形県酒田 開拓使仮学校入学

68 塙繁弥太 スイス 1910年1月 1912年6月 医学系 山形県鶴岡
南満州鉄道大連医院皮
膚科医長

69 羽太鋭治 ドイツ 1912年5月 1914年11月13日 医学系 山形県 東京神田に医院開業
70 林大八 ロシア 1910年12月 1919年 軍事 山形県鶴岡 参謀本部出仕
71 日野真澄 アメリカ 1897年 1901年 宗教関係 山形県東根 同志社神学校教授

72 平田東助
ドイツ
イギリス　ドイツ　オース
トリア　ベルギー　ロシア

1871年12月23日
1882年3月14日

1876年3月
1883年8月4日 法律 山形県米沢 内務省御用掛

73 深瀬周吉 ドイツ　オーストリア 1909年10月 1912年12月 医学系
山形県北村山郡
東根村

74 深田康算 ドイツ　フランス 1907年5月 1910年 人文系 山形県山形市
京都帝国大学文科大学
教授

75 藤井健治郎 ドイツ 1905年9月 1907年10月 人文系
山形県田川郡狩
川村

早稲田大学教授

76 保科孝一
イギリス　フランス　ドイ
ツ

1911年7月 1913年12月 人文系 山形県米沢 東京高等師範学校教授

77 星野勇三
イギリス　アメリカ　ドイツ
フランス

1903年 1907年3月 農学系
山形県田川郡手
向

札幌農学校教授

78 本間義次郎 ドイツ 1902年8月 1904年10月
理学系
（数物学）

山形県酒田

79 槇山栄次 ドイツ　アメリカ 1905年 1908年4月 人文系 山形県米沢
文部省視学官兼東京女
子高等師範学校教授

80 松平忠敬 イギリス 1872年1月 1877年3月 人文系 山形県米沢

81 松原重栄 アメリカ 1884年 1895年 経済 羽前国天童
小名木川綿布会社支配
人

82 三浦新七 ドイツ 1902年 1912年 経済 山形県 東京高等商業学校教授
83 宮城浩蔵 フランス 1876年 1880年6月28日 法律 山形県天童 司法省

84 矢尾板四郎 ドイツ 1910年7月 1913年10月 医学系
山形県北村山郡
楯岡町

東京日本橋に開業

85 八鍬儀七郎 ドイツ　イギリス　アメリカ 1906年 1910年10月 農学系 山形県
東京帝国大学農科大学
助教授

86 山下源太郎 イギリス 1896年10月 1899年7月
軍事
（造兵監督）

山形県米沢 海軍中佐

87 山田鉄蔵 ドイツ 1895年10月 1898年7月 医学系 山形県西置賜郡 東京で病院を開業

88 山内繁雄
アメリカ  イギリス
アメリカ

1904年
1911年

1910年
1913年

理学系
（生物系）

山形県酒田 東京高等師範学校教授

89 吉田熊次 ドイツ　フランス 1904年 1907年8月 人文系 山形県置賜郡
東京女子高等師範学校
教授
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山
形
県
の
公
文
書
及
び
重
要
な
歴
史
史
料
の
保
存
管
理
と
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
こ
れ
ま
で
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
大
き
な
画
期
は
、
県
が
国
の
「
公
文
書
館
法
」
の
制
定
（
一
九
八
七
年
）
を
受
け
、

庁
内
に
「
公
文
書
館
基
本
問
題
研
究
会
」
を
設
け
て
、
山
形
県
公
文
書
館
の
計
画
書

案
を
作
成
（
一
九
九
四
年
）
し
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、
翌
年
の
「
山

形
県
新
総
合
発
展
計
画
」
以
降
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
政
策
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
こ
ろ
、
山
形
県
史
編
さ
ん
も
現
代
編
の
最
中
で
、
資
料
の
収
集
や
整
理
と
と

も
に
、
そ
の
基
本
的
な
も
の
は
各
執
筆
者
が
共
有
し
て
、
通
史
編
の
叙
述
に
当
た
る

こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
し
た
。
特
に
県
の
重
要
政
策
を
正
し
く
伝
え
る

た
め
に
は
、
結
論
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
決
定
過
程
を
示
す
公
文
書
の
具
体
的
内
容

が
必
要
で
す
。
県
史
編
さ
ん
に
は
期
間
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
資
料
の
収
集
・

整
理
に
一
定
期
間
を
取
り
、
現
代
編
上
下
二
巻
を
執
筆
者
三
〇
人
と
事
務
局
が
一
体

と
な
っ
て
ま
と
め
た
経
験
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
、
県
史
の
現
代
編
と
し

て
歴
史
的
構
成
を
も
っ
て
叙
述
し
た
も
の
が
他
県
に
例
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

編
集
上
の
苦
労
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
長
か
っ
た
山
形
県
史
編
さ
ん
事
業

は
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
度
に
予
定
通
り
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
課
題
と

さ
れ
た
の
は
、
公
文
書
及
び
重
要
な
歴
史
史
料
の
保
存
管
理
と
公
開
の
た
め
の
し
く

み
づ
く
り
で
す
。 

国
や
自
治
体
が
公
文
書
等
を
管
理
し
、
保
存
・
利
用
を
図
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
二
〇
〇
九
年
）
第
一
条
で
、
「
公
文
書
」
は

国
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
り
、
国
民
主
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
主
権
者
の
主
体

的
な
利
用
が
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
尽
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
公
文
書
館
」
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
施
設
で
す
。 

今
、
私
た
ち
は
、
国
や
自
治
体
の
財
政
難
や
人
口
減
少
問
題
に
直
面
し
、
歴
史
や

先
人
の
知
恵
に
学
ぶ
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
今
年
に
入
り
、
一
時

間
の
特
別
番
組
を
二
回
、
江
戸
時
代
の
名
君
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
米
沢
藩
の
上
杉

鷹
山
を
話
題
と
し
ま
し
た
。
そ
の
主
題
は
、
そ
の
頃
ど
こ
の
藩
に
も
見
ら
れ
た
財
政

難
、
人
口
減
少
ま
た
農
村
荒
廃
を
ど
う
し
て
克
服
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

多
く
の
諸
藩
で
実
施
さ
れ
た
改
革
政
策
の
中
で
も
、
鷹
山
の
改
革
に
見
る
特
微
の
第

一
は
、
「
対
話
」
と
「
公
開
」
の
思
想
で
し
た
。
当
然
、
歴
史
的
条
件
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
現
代
に
も
通
ず
る
こ
と
は
、
現
ア
メ
リ
カ
大
使
の

父
に
当
た
る
ア
メ
リ
カ
元
大
統
領
の
ケ
ネ
デ
ィ
が
、
日
本
の
最
も
尊
敬
す
る
人
物
と

し
て
鷹
山
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
今
、
山
形
県
と
米
沢
市
が
ア

メ
リ
カ
の
大
使
を
歓
迎
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
、
公
文
書
及

び
重
要
な
歴
史
史
料
の
保
存
管
理
と
公
開
の
し
く
み
づ
く
り
が
よ
り
一
層
進
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

〈
特
別
寄
稿
〉 

県
史
編
さ
ん
と
そ
の
後
の
課
題 

山
形
大
学
名
誉
教
授
（
元 

山
形
県
史
編
集
委
員
会
委
員
長
） 
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昨
年
、『
山
形
県
史
』
第
五
巻
近
現
代

編
下
の
太
平
洋
戦
争
期
の
空
襲
記
述
に

つ
い
て
、「
『
（
一
九
四
五
年
）
八
月
十
日

に
神
町
飛
行
場
（
東
根
市
）
、
楯
山
飛
行

場
（
山
形
市
）
が
空
襲
さ
れ
て
銃
爆
撃

を
受
け
た
』
と
す
る
日
付
は
誤
り
か
」

と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
指
摘
が
あ

っ
た
の
は
、「
六
月
三
十
日
の
夜
半
に
は

Ｂ
二
十
九
を
含
む
米
軍
機
が
酒
田
港
に

多
数
の
機
雷
を
投
下
し
、
終
戦
間
近
の

八
月
十
日
に
は
神
町
飛
行
場
（
東
根
市
）
、

楯
山
飛
行
場
（
山
形
市
）、
真
室
川
飛
行

場
、
升
形
滑
空
場
（
新
庄
市
）
、
玉
野
原

飛
行
場
（
尾
花
沢
市
）
の
各
飛
行
場
の

ほ
か
豊
里
村
（
鮭
川
村
）
の
松
根
油
工

場
が
空
襲
さ
れ
銃
爆
撃
を
受
け
た
。
」
と

い
う
箇
所
で
す
。 

指
摘
箇
所
は
、
当
時
、
東
北
軍
管
区

司
令
部
発
表
と
し
て
も
大
き
く
報
道
さ

れ
て
い
る
（
昭
和
二
十
年
八
月
十
一
日

付
『
山
形
新
聞
』
）
八
月
九
日
・
十
日
の

一
連
の
空
襲
被
害
に
つ
い
て
、
主
な
被

害
箇
所
を
列
記
し
た
も
の
で
す
。『
山
形

県
警
察
史
』
下
巻
及
び
周
辺
自
治
体
史

な
ど
に
は
、
個
々
の
空
襲
被
害
に
つ
い

て
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
『
山
形
県

史
』
で
は
、
内
陸
部
の
空
襲
被
害
を
略

述
す
る
に
止
め
た
も
の
で
す
。
で
す
か

ら
、「
八
月
十
日
」
の
箇
所
は
、
本
来
「
八

月
九
・
十
日
」
と
記
す
べ
き
で
、
脱
字

と
言
え
ま
す
。 

真
室
川
飛
行
場
、
升
形
滑
空
場
な
ど

が
空
襲
被
害
を
受
け
た
の
は
八
月
十
日

で
す
が
、
神
町
飛
行
場
と
楯
山
飛
行
場

で
空
襲
被
害
が
あ
っ
た
の
は
八
月
九
日

で
す
。
同
所
に
は
十
日
に
も
敵
機
が
飛

来
し
て
い
ま
す
が
、
脱
字
に
よ
っ
て
、

「
十
日
」
の
み
の
空
襲
被
害
と
受
け
取

ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
点
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
戦
時
下
の
空
襲

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
県
民
が
不
安
と

恐
怖
の
中
に
置
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

記
録
は
、
そ
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
、
こ
の
「
空
襲
」
記
述
を
検
討
す

る
中
で
、
山
形
市
の
小
松
雄
次
郎
氏
か

ら
、
こ
の
時
期
の
空
襲
を
示
す
史
料
と

し
て
、
父
満
次
郎
氏
の
日
記
を
見
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
満
次

郎
氏
は
明
治
二
年
生
ま
れ
で
、
残
さ
れ

た
軍
隊
手
帳
に
は
、
日
清
・
日
露
の
両

戦
争
に
出
征
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
太
平
洋
戦
争
時
は
、
自
宅
で
戦

争
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

日
記
は
、
八
月
五
日
に
始
ま
り
、
同
十

五
日
の
終
戦
ま
で
は
、
日
々
の
軍
事
動

向
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
襲
の
不

安
が
募
る
終
戦
間
際
に
、
少
な
い
情
報

を
も
と
に
一
市
民
が
書
き
綴
っ
た
貴
重

な
戦
争
記
録
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
が
、
私
た
ち
の
身

近
に
眠
る
こ
れ
ら
貴
重
な
記
録
が
、
新

た
な
歴
史
の
構
築
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

（
山
内 

励
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◇ 

小
松
満
次
郎
氏
「
日
記
」 

昭
和
二
十
年
八
月
五
日
ヨ
リ
日
記
ヲ
付
ケ

ン
ト
志
シ
初
メ
テ
筆
ヲ
取
リ
〈
略
〉 

九
日 

早
朝
ヨ
リ
敵
機
八
機
宮
キ
縣
ヨ
リ

山
形
上
空
ヲ
通
過
セ
リ
ト
思
シ
ニ
返
転
シ

テ
村
山
飛
航
場
並
に
神
町
飛
航
場
ヲ
攻
撃

セ
リ 

ソ
レ
ヨ
リ
引
続
キ
連
続
的
ニ
攻
撃

ヲ
続
行
シ
テ
多
所
（
ヵ
）
ニ
及
ブ 

多
少

負
傷
ア
リ 

本
日
蘇
国
モ
又
満
州
朝
鮮
等

ヲ
攻
撃
セ
リ
ト
云
フ 

拾
日 

薄
曇
リ 

午
后
ヨ
リ
細
雨
時
々
ア

リ 

午
前
五
時
警
戒
警
報 

同
七
時
十
分

山
形
空
襲
警
報
發
令 

情
報
ハ
山
形
中
部

地
区
ヲ
通
過
セ
ル
敵
機
廿
四
機
ア
リ
ト 

爆
音
ヲ
聞
カ
ズ 

敵
キ
ハ 

十
キ
程
度
ト
ナ

リ
日
本
海
ニ
進
出
セ
リ 

空
襲
發
令
ア
リ 

十
一
時
二
十
分
過 

情
報
ハ
酒
田
北
方
ニ

ア
ル
敵
キ
ハ
新
庄
方
向
ヲ
向
ツ
ゝ
ア
リ 

十
四
時
五
十
分
ニ
至
リ 

我
カ
東
北
全
帯

ニ
敵
キ
残
ラ
ズ
退
却
セ
ル
模
様
ナ
ル
モ
警

戒
ヲ
要
ス
ト 

十
五
時
五
分
宮
キ
縣
に
空

襲
警
報
發
令 

敵
キ
六
十
キ
西
進
中
ナ
リ 

福
島
縣
地
区
警
報
發
令 

十
五
時
十
分
過 

十
五
時
二
十
分
山
形
縣
地
区
空
襲
警
報
發

令 

敵
キ
六
十
キ
内
十
四
キ
ハ
新
庄
ヨ
リ

南
進 

村
山
神
町
二
飛
航
場
ヲ
爆
撃
セ
リ 

状
況
不
明
ナ
ル
モ
多
少
被
害
ア
ル
模
様 
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